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2017 年「分析化学」論文賞として，上記の論文が選

定されましたので，お知らせいたします。

【選定理由】ならびに「論文概要」

本論文では，DNA プローブ固定化マルチ電極チップ

と二本鎖 DNA の電気化学的検出用分子であるフェロセ

ン化ナフタレンジイミド（FND）を利用して遺伝子の

メチル化パターンを電気化学的に検出することに成功し

ている。さらに本論文では，がんの進行度との関連性を

調べ，がんのスクリーニングに応用している。テロメ

ラーゼの触媒活性因子である human telomerase reverse

transcriptase (hTERT）遺伝子のメチル化パターンが

がんの進行と深くかかわっていることが報告されている

が，これまでのメチル化遺伝子検出法では手間と時間の

かかるものであった。本論文では，この遺伝子に対して

メチル化様式の異なった 10 種類の DNA プローブを準

備し，倫理委員会の承諾とインフォームドコンセントを

得た臨床サンプル（口腔ぬぐい液）に対してがんの進行

度との関連性を調べ，簡易スクリーニングを行った結果

について述べている。臨床サンプルの前処理方法とチッ

プへの反応条件（ハイブリダイゼーション条件）を最適

化し，得られる電流変化量のパラメーターを設定してい

る。このパラメーターを用いて studentt テストによる

有意差判定を行い，口腔がん，白板症，健常者との間で

優位の差（p＜0.05）で識別可能であることを示してい

る。さらに得られた患者データを用いた Receiver Oper-

ating analysis (ROC 解析）によって得られた閾値を用

いて感度，特異度に加え，正診率を算出したところ，そ

れぞれ 95％, 90％, 91％ と現在行われている他のがん診

断法に比べ勝るとも劣らない精度を有することが示され

ている。

現在，がん治療の発展に伴ってがん診断のためのがん

マーカーに関する研究も進んできている。その中で遺伝

子の異常メチル化ががんの発症や進行に深く関わってい

ることが研究レベルで明らかになってきた。しかしなが

ら，これらを迅速に分析できる手法は知られていなかっ

た。本論文では，著者らの開発した FND と DNA プ

ローブ固定化マルチ電極チップと組み合わせることに

よって簡便な診断システムを実現できている。特に臨床

サンプルを用いてその性能を評価したことは注目に値す

る。この手法は，今回の hTERT 遺伝子のメチル化パ

ターンだけに留まらず，がんに関連する様々な遺伝子の

メチル化変異へ適用できる可能性があり，最近注目され

ている miRNA 検出への応用も期待される。本手法の電

気化学的手法は，高感度で簡便な測定法を提供でき，装

置の更なる小型化によって医師のチェアサイドやベット

サイドでの診断を可能にする手法として今後発展するこ

とが期待される。

委員会で慎重に審議・検討し，上記の理由により，本

論文を 2017 年「分析化学」論文賞受賞論文に値すると

認め，選定した。
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